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伝える気持ち

大垣市立西中学校１年 海老 壱喜

僕がお世話になったホストファミリーは、エスペンシート

さん一家でした。ホストフレンドのユーリーと、出発前から

メールで連絡をしていました。ユーリーから写真も送っても

らい、日本のアニメが好きなことや、歴史に興味があること

を教えてもらっていました。ホストファミリーは、お父さん、

お母さん、妹でした。僕はずっとユーリーが一家のお父さん

だと思っていました。しかし、ケーニギン・シャルロッテ高

校で初めて会ったとき、ユーリーを見て驚きました。お父さんだと思っていたユーリーが高校 1年

生のお兄さんだったからです。かなり驚きながら、ホームステイが始まりました。

翌日はホストファミリーと過ごす 1 日でした。午前中はゲームをして

過ごしました。任天堂の Switch や Wii があり、僕が持っているものより

新しいものもありました。日本のゲームは世界に通用するのだと感じま

した。午後は一緒にプールで泳ぐことになりました。僕が想像していた

プールとは違い、室内の飛び込み台があるプールに連れて行ってもらい

ました。また、僕の歓迎会をしてくれました。ホストファミリーだけでなく、お父さんやお母さん

の友達もやってきて、料理を囲んで楽しく過ごしました。僕が持って行ったインスタントラーメン

はとても好評で、特にユーリーは大声を出して喜んでいました。

ホストフレンドのユーリーは、日本語の勉強をしており、日本

に興味をもっていました。剣道をやっていて、腕前も州で 3 位に

入るほどです。そんなユーリーは、僕に英語とドイツ語を教えて

くれました。一緒にショッピングに行ったり、テレビゲームをし

たり、電車やバスで移動したり、一生懸命、生活の中で英語で話

しかけてくれました。初めはドキドキしていましたが、すぐに打

ち解け、ユーリーやホストファミリーの話す英語が聞き取れるようになりました。自分が伝えたい

と思うことは、ジェスチャーも交えて話すようにしました。うまく話せなくても「伝えたい」とい

う気持ちがあれば伝わります。一つ屋根の下で生活し、自分が伝えたいことを言葉にしたり、行動

にすることで、互いのことを知り、スムーズにコミュニケーションが図れるようになりました。言

葉がわかるということは大切ではあるけれど、互いを理解しようとしたり、心を通わせたりするこ

とがとても大切だと、このホームステイを通じて学びました。

ホストファミリーとは、帰ってきてからもメールをしてい

ます。先日は僕の誕生日にメールが届き、とても驚きました

が、うれしかったです。このご縁を大切にしたいと思います。

この 5 日間はとても短く感じました。日本に帰ってきて、

「ホームシックにならなかったか」と聞かれましたが、不思

議なほどならなかったです。それだけ楽しく、このホームス

テイは、僕の人生の中で宝物になりました。そして、新たな目標を見つけるきっかけになりました。

この研修で学んだことを大切にし、勉強や部活動、中学校の活動に励みたいです。



ホストファミリーとの特別な一週間

大垣市立北中学校２年 河瀬 真由

私のホストファミリーは４人家族でした。お父さんはアルフ（Alf）、お母さんはバーバラ

(Barbara)、弟はヨアー(Joar)といいます。そして、私

のホストフレンドはイルワ（Ylva）です。イルワはとて

も優しく、上手に英語を話せなかった私を支えてくれま

した。そのおかげで、イルワの家族やその友人と沢山話

せるようになりました。

イルワの家はシュツットガルトの中心地から遠くは

ないですが、山の奥の方にありました。対面式の後、家

に向かう途中に山の中に入っていきました。どこに連れ

ていかれるか不安でしたが、それに加えて、お母さんが

「昨日、ここで鹿に遭遇したんだよ」と言われたので、

家に帰る道中がとても怖い時間になりました。

しかし、イルワの家は、広い庭がある家で、庭にはトランポリンやバーベキュー場、ウサギ小屋

があります。ウサギを２匹飼っていて、私は毎日イルワとウサギに餌をあげました。庭でバーベキ

ューをして、ドイツのソーセージが大きくてびっくりしました。

研修２日目は、ホストファミリーと過ごす日でした。私達は、渡部さんと彼女のホストフレンド

のナタリー（Natalie）、ナタリーの友達と一緒にテレビ塔、歴史博物館、フィッシュマーケットに

行きました。テレビ塔はとても高く、シュツットガルトのシンボルのような存在です。歴史博物館

は古いお城の内部を改装しているので、外観から街の歴史を感じました。フィッシュマーケットは

魚以外にもスパイスやお菓子など色々な屋台が

並んでいて、日本のお祭りのようでした。イル

ワは魚のサンドイッチを、私はブドウのまわり

にチョコレートがコーティングしてあるお菓子

を食べました。とても美味しかったです。

その夜、日本からのお土産を渡しました。扇

子や和柄の鏡などを持っていきましたが、寿司

マグネットと柚子胡椒や山椒のパスタソースが

特に喜ばれました。

研修４日目は、ノイシュヴァンシュタイン城

のツアーの帰りにイルワの学校の夏祭りに行きました。イルワは、ヴァーゲンブルク高校に通って

います。この学校は約１５０年前創立の学校だそうです。ステージの上では、生徒が中心となり、

お祭りを進めていました。オークションやショーをしてみんなを楽しませていました。とても面白

かったです。

一週間はすぐに終わり、ホストファミリーと別れる時はとても悲しく、イルワも「もう一週間、

延びない」と言ってくれました。しかし、再会を約束し、別れを告げました。私も、もっと一緒に

いたかったです。ホストファミリーのおかげで多くのことを学ぶことができました。この貴重な経

験はずっと忘れません。



思いであふれる８日間

大垣市立東中学校２年 河村 瑞乃

私は、ホストファミリーと 5日間過ごして、英語で話すことが多かったけどコミュニケーション

を大切にすることができました。また、大垣の良さや文化をお土産を通してや懇親会で伝えること

ができました。

ホームステイでは、ホストファミリーと過ごす時間を長くすることを心がけました。できるだけ、

たくさん遊んだり挨拶するときはドイツ語でいってみたりなど自分なりに工夫をすることができ

ました。私は、お土産で箸を渡したので箸の使い方を教えました。みんなは難しいと言いながら頑

張って使ってくれました。他にも、お菓子の味など日本のことについて教えました。このように、

お土産を通して会話をすることができました。また、ホストファミリーと過ごす日では、一緒に遊

園地やショッピングモール、朝食の時にはパン屋に連れてってくれました。研修に行くときは、ホ

ストマザーが毎回りんごとお菓子を持たせてく

れました。ホストファミリーとは、楽しい時間を

過ごすことができました。また、こういう機会が

あったら今回以上にもっと話していきたいです。

ドイツの生活では、日本とは違い時差が７時間

あります。なので、行った時も帰った時も時差ボ

ケがありました。また、ドイツは９時ぐらいでも

明るく長い時間ホストファミリーと過ごすこと

ができ、嬉しかったです。食事のときは、ホストマザーやファザーがピザやパンケーキを作ってく

れました。とてもおいしかったです。ドイツの生活は日本と違うことがたくさんあって、困ったり

教えてもらうときがあったけど行ったかいがあったと思いました。

研修では、はじめ心配だったので日本人と話す事が多かったけれど、ホストフレンドといる意味

を考えたらホストフレンドとたくさん話すことを心がけました。昼食のときでは、味が濃かったり

初めて見る食べ物がたくさんあってびっくりしました。だけど、食べてみると意外においしかった

です。学校見学のときでは、授業をうけてみて、実際に問題を解いたり始業式に参加し歌を歌って

みたりめずらしい体験をすることができました。

この研修を通して、団の目標にもある、国際色が豊かになるために人とのコミュニケーションの

大切さやドイツ語の難しさ、ドイツの文

化・生活を知ることができました。また、

実際に五感を使って体験することで新し

い発見や自分の知識が増えることなどを

学ぶことができました。私は、ドイツに

いって日本との違いを身をもって知るこ

とができたのでよかったです。今後の生

活にも生かしていきたいと思いました。

これからも、ホストフレンドと連絡をと

っていって研修以上に仲良くなっていき

たいです。



ホストファミリーと過ごした時間

大垣市立東中学校２年 木曽 媛香

私を温かく迎えてくれたのは、ウルリッヒ家でした。

ホストフレンドのジェシカ、妹のジェニファー、お父さん、お

母さんの４人家族です。初めて会った時から積極的に話しかけて

くれたので、言葉が通じるかなという不安が一瞬で消えました。

１日目の夜、私が大垣について紹介している時、真剣に耳を傾け

てくれていて分からないことがあれば、「これは何？」と質問し

てくれました。私が説明をして分かってくれた時の明るい笑顔は

今でも忘れられません。ジェシカの家は、音楽好きの一家です。

お父さんはギター、ジェシカはドラム、そしてジェニファーはピアノができます。

ドラムは手足を使ってたたくので、両方で鳴らすのは足がとても疲れました。もう一つギターも

教わりました。日本にいるときからギターに興味があったのでとてもワクワクしました。曲がひけ

るようになったので日本でも学びたいと思いました。

２日目には、別のホストフレンドたちと合流して遊園地へ行きました。

日本でもスリルのある乗り物に乗ったことがありましたが、

未体験の恐さでした。あっという間の１日でした。

ウルリッヒ家でお世話になり、気がついたことが二つありま

す。一つ目は、ドイツの食事についてです。毎朝の朝食には、

お母さんの手作りのラズベリーショコラケーキやアップルケー

キなどがでました。私は、それがとても大好きでしたが、デザ

ートが朝食だという事に驚かされました。

私が普段食べる朝食は、ご飯とみそ汁などの和食です。私た

ちが食べる洋食のパンのようなものなのでしょうか？・・・そして、昼食はしっかり量を食べ、夕

食は主食がなく出されたおかずを好きなだけ食べるというものでした。私の家では１日のうちで夕

食を一番しっかりと食べます。そこから、日本とドイツの食事のとり方が大きく違うことが分かり

ました。

二つ目は、ゴミの分別についてです。翌日、何気なくジェシカと道路を歩いていると、大きな  

ゴミ箱が目に留まりました。分別しているものが多く、いくつも置いてありました。日本でもゴミ

の分別をして資源を大切にしていますが、それ以上にドイツは力を入れているということが分かり

ました。

お別れの日の前日、私のひくギターにジェシカのドラムとジェニファーのピアノを合わせて両親

の前で披露しました。毎晩の練習のかいもあり、とても喜んでもらえました。お世話になったのは

５日間でしたが、ずいぶんと親しくなり、別れるのが淋しくなりました。

今回のドイツ・シュツットガルト市訪問における私の目標は、大垣の良さを広めると共に、英語

を使って上手くコミュニケーションを取ることでした。実際に行ってみて、大垣についてたくさん

の人に知ってもらえました。また、英語で自分の意思を伝えることができ、自分の自信にもつなが

りました。

私たちの場合では、音楽を通してより仲を深めることができました。そこから音楽も世界で愛さ

れており、人と人をつなぐことができるという事を知りました。仲良くなったジェシカとは、今後

もメールをしながら交流を続けていきたいです。
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